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空撮より得たデジタル画像を用いた氷河変動解析
Glacier change analysis in Tien Shan using digital camera images
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中央アジアの山岳地域において，氷河の質量収支が長期間観測されているベンチマーク氷河は，アブラモフ氷河，ゴル
ビナ氷河，カラ・バトカック氷河，ツユク氷河，ウルムチNo.1氷河である（UNEP, 2007）．これら数少ないベンチマーク
氷河のうち，旧ソ連の崩壊などにより，アブラモフ氷河，ゴルビナ氷河，カラ・バトカック氷河の観測は 1990年代後半
に終了してしまった（アブラモフ氷河とゴルビナ氷河は 2012年より観測再開）．中央アジアの氷河の質量収支観測の問
題点として，アプローチがよく，ステーク測量を実施可能な小規模氷河が限定されることに加え，観測の予算や労力がか
かることが挙げられる．最近では人工衛星データから生成する数値標高モデル（DEM）を用いた質量収支変動の報告が
あるが，解像度や撮影間隔などの問題から毎年の変動量を高精度に算出することは困難である．本研究では，2次元の形
状からカメラ位置や 3次元形状を特定する手法である SfM(Structure from Motion)，UAV（Unmanned Aerial Vehicle；無
人航空機）から空中撮影したデジタルカメラ画像を用いて，天山山脈の末端幅 100mほどの小規模氷河（0.129 km2）を
対象に氷河の年間の質量収支観測を試みた．ALOS PRISMから作成された DSMを使用して，2006年～2014年の変動を
調べた結果，-1042 mm/年という結果が得られた．この研究で空中から撮影したデジタル画像が氷河の研究に有効である
ことがわかった．
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